
本
書
は
第
一
章
に
「
東
西
伝
統
医
薬
の
流
れ
」
を
据
え
て
概
説
的
導

入
を
示
し
、
デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
両
本
草
害
に
ト
リ

カ
ブ
ト
根
と
サ
ソ
リ
と
の
拮
抗
関
係
（
両
者
が
保
有
す
る
強
い
毒
性
が
一

緒
に
川
い
る
と
相
殺
し
て
無
毒
と
な
る
）
を
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同

様
の
認
識
が
象
形
古
文
学
の
考
証
か
ら
中
国
害
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う

興
味
深
い
指
摘
も
あ
っ
て
、
洋
の
東
西
に
通
ず
る
著
者
な
ら
で
は
の
学

識
の
一
端
を
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ゴ
ケ
か
ら
レ
ヴ
ィ
ス
テ
ィ
ク
ム
に
至

る
七
十
三
種
の
生
薬
を
五
十
音
順
に
配
し
、
個
々
の
生
薬
の
効
能
の
東

西
比
較
、
類
似
、
異
同
、
使
用
方
法
等
を
簡
潔
な
表
現
で
紹
介
し
て
い

る
が
、
記
述
内
容
は
濃
く
、
し
か
も
そ
の
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
る
話
題

を
折
り
込
ん
で
い
て
、
教
科
書
風
で
な
い
と
こ
ろ
が
、
著
者
の
学
識
の

深
さ
と
温
厚
な
人
柄
を
読
者
に
伝
え
て
く
れ
る
。

東
西
本
草
害
の
単
色
図
版
を
関
連
個
所
に
配
す
る
と
と
も
に
、
美
麗

な
図
版
を
持
つ
デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
「
ギ
リ
シ
ア
本
草
』
の
「
ウ
ィ
ー

ン
古
写
本
」
の
複
刻
原
色
版
図
版
と
著
者
蔵
本
の
中
国
明
代
の
「
本
草

品
彙
精
要
』
の
世
界
で
も
現
存
数
少
な
い
原
色
図
版
を
多
数
配
し
て
、

読
者
を
本
来
の
医
療
目
的
を
知
る
東
西
本
草
害
の
世
界
に
導
き
入
れ
て

く
れ
る
。

読
ん
で
有
益
な
、
見
て
楽
し
い
好
害
で
あ
る
。

（
宗
田
二

〔
創
元
社
、
大
阪
市
北
区
西
天
満
一
’
四
’
二
、
電
話
○
六
’
三
六
三
’
二

考
し
た
本
書
は
、
正
に
書
名
「
東
西
生
薬
考
」
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

琉
球
と
い
う
サ
テ
ラ
イ
ト
を
も
っ
た
薩
摩
の
歴
史
に
は
か
ね
て
か
ら

興
味
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
度
、
森
重
孝
先
生
が
「
薩
摩
医
人
群
像
』
、

『
鹿
児
島
の
医
学
史
散
歩
』
な
ど
に
つ
い
で
、
「
鹿
児
島
の
医
学
」
を
出

版
さ
れ
た
。

私
は
食
い
入
る
よ
う
に
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
の
意
味
す
る
も
の
、
医
学

へ
の
影
響
の
跡
を
さ
が
し
求
め
た
。
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
は
文
化
、
科
学

の
上
陸
地
の
選
択
、
正
確
を
期
す
上
で
大
き
な
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

歴
代
藩
主
の
動
き
、
一
七
七
四
年
の
医
育
機
関
の
設
立
、
薬
草
園
な

ど
大
き
な
影
響
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

就
中
、
ペ
ル
シ
ャ
、
華
佗
と
連
動
す
る
や
に
云
わ
れ
る
東
洋
の
麻
酔

術
秘
法
の
伝
達
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
秘
中
の
秘
と
し
て
潜
ん
で

い
た
か
の
よ
う
に
察
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
意
味
は
深
い
も
の
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
。

サ
テ
ラ
イ
ト
で
の
知
識
に
よ
る
か
、
単
な
る
地
理
的
条
件
が
主
た
る

理
由
な
の
か
解
ら
な
い
が
、
宮
崎
県
と
比
較
す
る
と
き
、
唐
人
医
師
の

渡
来
は
宮
崎
県
で
は
陸
上
か
ら
県
南
、
都
城
地
方
に
来
て
い
る
し
、
唐

人
医
師
と
し
て
は
こ
の
地
方
に
限
局
渡
来
し
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、

薩
摩
で
は
殆
ん
ど
全
県
全
方
位
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

南
蛮
医
学
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
於
い
て
も
密
な
る
接
点
が
あ
る
よ
う

五
三
一
、
平
成
五
年
二
月
、
Ａ
５
判
、
三
一
○
頁
、
定
価
八
○
○
○
円
〕

森
重
孝
著
『
鹿
児
島
の
医
学
』
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だ
が
、
誠
に
羨
し
い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
国
内
に
眼
を
向
け
て
も
、
本
草
学
は
も
と
よ
り
、
多
数
の
山

脇
東
洋
の
門
下
生
、
緒
方
洪
庵
、
華
岡
青
洲
等
の
門
人
な
ど
素
晴
し
い

面
々
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
門
人
の
追
跡
調
査
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う

か
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

牛
痘
接
種
に
就
い
て
は
薩
摩
で
は
今
少
し
早
期
で
あ
っ
て
よ
い
よ
う

に
想
え
る
の
だ
が
、
私
個
人
は
牛
痘
接
種
に
関
し
て
は
未
だ
不
明
な
る

個
所
が
「
日
本
的
」
に
存
在
す
る
よ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
。

宮
崎
で
も
い
ろ
い
ろ
取
沙
汰
さ
れ
て
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
本

書
の
前
田
杏
斉
の
詳
細
な
記
録
に
よ
っ
て
解
決
し
そ
う
で
あ
る
。
書
籍

の
有
難
さ
、
恩
恵
を
し
み
じ
み
と
感
じ
る
。

北
海
道
開
拓
医
官
の
と
こ
ろ
で
、
瀬
之
口
敬
介
が
出
て
く
る
が
、
明

治
五
年
彼
の
手
で
完
成
し
た
「
独
和
辞
典
」
が
業
績
か
ら
抜
け
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
最
近
、
辞
典
の
複
刻
版
が
出

て
お
り
、
借
越
で
あ
る
が
加
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
・

こ
れ
ら
の
構
築
さ
れ
、
貯
え
ら
れ
た
鹿
児
島
と
い
う
の
か
、
薩
摩
の

医
学
の
素
晴
し
さ
、
価
値
観
を
西
郷
隆
盛
は
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
ん
な
印
象
を
も
つ
・

で
な
け
れ
ば
、
あ
の
頃
に
、
あ
の
遠
隔
の
地
に
Ｗ
・
ウ
イ
リ
ス
を
預

り
得
た
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
も
つ
○

Ｗ
・
ウ
イ
リ
ス
の
手
に
な
る
医
学
校
へ
医
学
を
学
ぶ
た
め
、
或
い
は

英
語
を
学
ぶ
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の
日
本
人
が
こ
の
地
に
集
っ
た
こ
と

か
、
恐
ろ
し
い
人
数
で
あ
ろ
う
。

近
隣
の
宮
崎
県
で
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
年
の
宮
崎
県
に
於
け

る
医
療
の
大
半
を
荷
負
っ
た
の
は
彼
の
門
下
生
で
あ
る
と
云
っ
て
過
言

で
は
な
い
。

昭
和
十
二
年
八
十
余
歳
で
亡
く
な
っ
た
荻
原
百
々
平
は
最
後
年
近
く

ま
で
生
残
っ
た
門
下
生
で
あ
ろ
う
。
荻
原
は
心
か
ら
ウ
イ
リ
ス
を
慕
っ

た
一
人
だ
が
、
死
の
間
際
、
死
後
分
骨
し
て
ウ
イ
リ
ス
頌
徳
碑
の
そ
ば

に
埋
め
て
欲
し
い
と
言
っ
た
人
で
あ
る
。
遺
族
は
そ
の
よ
う
に
さ
れ
た

そ
う
で
あ
る
が
、
同
様
な
弟
子
は
他
に
は
居
な
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

西
南
戦
争
が
始
ま
る
三
Ⅱ
程
前
か
ら
宮
崎
町
に
滞
在
し
て
い
る
が
、

こ
の
Ｗ
・
ウ
イ
リ
ス
の
滞
在
を

一
、
日
向
へ
医
学
校
を
造
る
下
検
分

二
、
野
戦
病
院
の
下
検
分

と
の
見
方
が
あ
る
。
今
ｕ
、
大
方
は
一
、
を
支
持
し
て
い
る
。

（
宮
崎
滞
在
は
、
ヒ
ュ
ー
・
コ
ー
タ
ッ
ッ
イ
著
「
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維

新
」
、
宮
崎
県
医
師
会
医
学
会
誌
に
私
が
投
稿
し
た
も
の
、
朝
日
新
聞
「
速
い

崖
」
に
詳
し
い
）

そ
れ
と
戦
争
勃
発
か
ら
横
浜
へ
出
発
ま
で
の
Ｗ
・
ウ
イ
リ
ス
の
行
動

が
欲
し
い
。

尤
も
、
都
城
町
に
疎
開
し
、
帰
国
に
際
し
て
産
科
器
械
な
ど
を
残
し

た
と
す
る
話
は
あ
り
、
器
械
類
は
昭
和
十
六
年
ま
で
は
都
城
産
婆
学
校

が
保
存
を
し
て
い
た
確
証
は
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
薩
摩
の
Ｗ
・
ウ
イ

リ
ス
研
究
者
に
お
願
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

宮
崎
県
医
師
会
と
の
関
係
に
ふ
れ
て
、
鹿
児
島
の
医
学
に
感
謝
し
た

い
こ
と
を
の
べ
た
い
。

遠
く
明
治
維
新
早
々
、
明
治
七
年
に
出
来
た
県
仮
病
院
の
医
員
は
全
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て
鹿
児
島
か
ら
の
赴
任
で
あ
り
、
Ｗ
・
ウ
イ
リ
ス
の
弟
子
が
殆
ど
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

宮
崎
県
医
師
会
の
中
で
、
医
学
会
が
分
離
さ
れ
る
の
は
或
る
事
情
に

よ
る
の
だ
が
、
明
治
廿
九
年
で
あ
る
。
こ
の
と
き
か
ら
、
初
め
て
特
別

講
演
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
初
回
講
師
は
田
中
苗
太
郎
鹿
児
島
県

立
病
院
長
で
あ
る
。
ま
た
、
総
会
の
相
互
乗
り
入
れ
が
太
平
洋
戦
争
中

ま
で
続
け
ら
れ
、
相
互
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。

野
球
の
試
合
な
ど
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
そ
の
記
事
が
残
さ
れ
て
い

つ
（
》
Ｏ

鹿
児
島
の
医
学
に
多
く
の
恩
恵
を
う
け
な
が
ら
宮
崎
の
医
学
は
発
展

し
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
種
の
本
に
は
全
く
見
る
こ
と
の
な
い
、
医
師
会
の
こ
と
、
各
病

院
の
こ
と
、
助
看
保
養
成
の
こ
と
な
ど
誠
に
微
に
入
り
、
細
に
亘
っ
て

書
か
れ
て
い
る
の
は
誠
に
便
利
で
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
鹿
児
島
大
学
の
紹
介
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
教
室
の
変
遷
、
研
究
テ
ー
マ
等
々
種
々
な
こ
と
が
教
え
て
頂
け
る
。

私
は
書
評
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
。
知
ら
な
い
な
が
ら
、
新
し
い
本

に
エ
ー
ル
を
送
り
得
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
鹿

児
島
の
医
学
」
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
読
み
な
が
ら
、
こ
こ
で
私
に
も
コ

ロ
の
せ
て
下
さ
い
」
と
書
き
と
ど
め
な
が
ら
読
み
終
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
書
き
と
ど
め
た
く
な
る
、
好
き
な
、
素
晴
し
い
本
だ

と
思
う
。

（
田
代
逸
郎
）

〔
発
行
・
春
苑
堂
出
版
、
鹿
児
島
市
中
央
町
一
五
’
二
四
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
鹿

一
、
本
書
の
復
刻
刊
行
に
至
る
迄
の
経
緯

本
書
は
昭
和
十
六
年
に
著
者
に
よ
り
自
費
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
半

世
紀
後
に
、
内
容
を
補
記
し
て
再
生
さ
れ
た
と
い
え
る
。
今
回
の
発
行

は
郷
土
史
家
で
愛
郷
心
の
強
い
大
儀
正
夫
氏
の
献
身
的
奉
仕
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。

能
美
洞
庵
の
遠
祖
が
広
島
県
能
美
島
出
身
で
あ
る
理
由
か
ら
、
大
儀

氏
は
郷
土
先
人
の
顕
彰
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
復
刻
の
刊
行
を
熱
望
し
、

田
中
先
生
の
快
諾
を
得
、
追
補
記
事
を
加
え
、
再
び
世
に
現
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
本
書
に
は
防
長
の
地
で
も
余
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
能

美
一
族
の
業
績
が
田
中
先
生
の
尽
力
に
よ
り
明
か
に
さ
れ
、
そ
の
説
明

資
料
に
は
毛
利
公
爵
家
記
録
を
用
い
ら
れ
、
先
生
な
ら
で
は
の
研
究
成

果
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
著
者
の
処
女
作
で
あ
り
、

時
と
場
を
超
え
て
、
医
学
の
み
な
ら
ず
教
育
・
文
化
面
に
迄
活
用
さ
れ

る
こ
と
は
、
著
者
の
学
者
冥
利
に
つ
き
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
る
ま

い
○

二
、
体
裁

四
六
判
上
製
布
版
で
一
四
九
頁
、
使
用
活
字
は
大
き
く
読
み
易
く
、

写
真
は
追
加
分
を
入
れ
て
六
頁
に
な
っ
て
い
る
。
初
版
本
は
極
め
て
入

児
島
内
、
電
話
○
九
九
二
’
五
一
’
二
○
○
、
発
売
・
春
苑
堂
書
店
、

鹿
児
島
市
東
千
石
町
二
’
六
、
電
話
○
九
九
二
’
二
二
’
一
二
三
一
、

平
成
五
年
一
月
発
行
、
四
六
判
、
二
二
五
頁
、
定
価
一
五
○
○
円
〕

田
中
助
一
著
復
刻
『
能
美
洞
庵
略
伝
』
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